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伊達政宗騎馬像

平成18年 10月 20日 (金)～22日 (日 )

会 場 仙 台 市 体 育 館

仙 台 市 青 葉 体 育 館

仙台市泉総合運動場内泉体育館

財団法人日本パドミントン協会、仙台市

富城県バドミントン協会、宮城県高等学校体育連盟パドミントン専門部、宮城県中学校体育連盟バドミントン専門部

宮城県小学生バドミントン連盟、仙台市パドミントン協会

財団法人地域活性化センター、宮城県教育委員会、財団法人宮城県体育協会、仙台市教育委員会
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主 管

後 援

「この事業は財団法人地域活性化センターのスポーツ拠点づくり推進事業の支援を受けて実施しています。」
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第 5回 日本バドミントンジュニアグランプリ2006
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ごあいさつ

財団法人

日本バ ドミントン協会

会長 綿 貫 民 輔

このたび、各都道府県を代表する小・中・高校生の

精鋭を一同に会し、第 5回 日本バ ドミン トンジュニア

グランプリ2006が 、社の都仙台市で開催できます

ことは、まことに喜ばしい限 りであります。

本大会は、地域やクラブ等が、組織的に小 。中・高の

一貫 した指導体制の確立を目指 し、ジュニアの競技力

向上を図ることや、選手がより多くの競技経験を重ね、

バ ドミントン競技に対する技術や戦術を学んでいただく

こと等を目標に開催している都道府県別対抗戦であり、

大変意義のある大会であります。

ご承知のとおり今春に、国別対抗世界選主権の最高峰

である「トマス杯 (男子)&ユーバー杯 (女子)ジャパン

2006」 が仙台と東京で開催されました。

本大会に参加 しているジュニア選手も、多くの トップ

プレーヤーを目の当た りで観戦 し、自分自身の心身が

成長をされたことと思います。近い将来皆さんは、これ

までの練習の成果を十分に発揮され、優勝という栄冠を

目指してご健闘されることを願っております。

最後に、本大会を担当していただきました官城県・

仙台市の関係各位に深 く感謝申し上げ、ごあいさつ と

いたします。
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ごあいさつ

仙台市長

梅 原 克 彦

全国各都道府県から優秀なジユニア選手をお迎えし、

第 5回バ ドミントンジュニアグランプリ2006が 本市

において盛大に開催できますこと、102万 市民ととも

に心より歓迎申し上げます。

本大会は、小・中・高校生が参加する各種スポーツの

全国大会を継続的に開催することを目的として総務省、

文部科学省 と連携のもと (財)地域活性化センターが実

施している「スポーツ拠点づ くり推進事業」として選定

され、本年より本市において継続開催されることとなっ

たものでございます。文字通 り、日本のバ ドミン トンの

拠点 として、地域での競技人口の拡大、レベルの向上に

大きく寄与するものと考えてお ります。

本市は各種国際スポーツ大会等を積極的に誘致、開催

いたしておりますが、こうした大会の運営に協力する市

民ボランティア活動が活発です。今年 4月 に本大会の会

場でもある仙台市体育館で開催されたバ ドミントントマ

ス・ユーバー杯においても多くの市民の協力のもと運営

が行われ大成功のうちに終了してお りますが、本大会も

市民あげて全力で支援してまいりたいと考えております。

選手の皆さんは、都道府県の代表として日頃から積み

重ねた練習の成果を遺憾なく発揮していただきたいと思

います。また、短い期間ではありますが、秋の社の都の

風情を楽しんでいただければ幸いです。

最後に本大会の開催にあたりご尽力いただきました多

くの関係者の皆様に対しまして、衷心より御礼申し上げ

ご挨拶 とさせていただきます。

-3-
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歓迎のことば

宮城県バドミントン協会

会長 菅 原 周 一

社の都、仙台にようこそいらっしゃいました。全国各

地から選 りすぐられたジュニアの皆さんをお迎えして、

第 5回 日本バ ドミントンジュニアグランプリ2006を

10月 20日 ・21日 ・22日 の 3日 間、盛大に開催できま

すことは、誠に喜ばしく心から歓迎申し上げます。

日本バ ドミン トンジユニアグランプリは、先の群馬大

会に引き続き官城県仙台市で開催されることになりまし

たが、第 1回大会から今 日にいたるまで、出場した選手

皆さんの中から、将来の日本を代表するような選手が輩

出してお ります。

選手の皆さんは、日頃の厳しい練習に耐え、強い精神

力を培い、技術の向上を図 り、最高のコンディションで

本大会に臨まれていることと思います。選手 自身のため

にも、監督やコーチのためにも、応援して下さったお父

さんやお母さん、お友達のためにも、一生懸命に頑張っ

て悔いのない白熱した試合を展開して下さい。目標は、

高きにおいて、全国 トップの座を目指していただきたい

と思います。

将来、皆さんが、このジュニアグランプリを足掛か り

として、大きく成長し、世界に羽ばたくような選手になっ

ていただきたいものと期待 しています。

最後になりましたが、本大会に参加なされました選手、

監督、コーチの皆さん、改めて歓迎申し上げるとともに

健闘をお祈 りいたします。また、本大会の開催にあたり、

関係各位より賜 りました多大なるご支援、ご協力に深甚

なる謝意を表し、成功裏に終了するようご祈念申し上げ、

歓迎のことばに替えさせていただきます。

-4-
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第 5回 日本バドミントンジュニアグランプリ 2006

Zゝ
大 役  員7=

大会名誉会長 大会参与

梅原 克彦 [仙台市長]

大会会長

綿貫 民輔 [帥「1本バドミントン協会会長]

大会副会長

三宅 祐司・清水  務・遠井 稔男
[帥 II本バドミントン協会副会長]

菅原 周―      [宮 城県バドミントン協会会長]
菅原 敏秋      [仙 台市バドミントン協会会長]
鈴木 勇治
[日 本バドミントンジュニアグランフリ2006大会実行委員長]

」ヒ

板垣

原

愛知

横田

山田

千葉

義一

隆房

紀征

花岡

星野

地崎

牧夫 ・岡村 英男・富田 善明
忠男・藤本  滋 ・加藤 寛治
昭宇

〔働 ll本バドミントン協会参与]

[仙台市企画市民局長]平井 俊之

志賀野桂―

治郎

信義

晋嗣

信次

[仙台市文化スポーツ部長 ]

菅原  保 ・花淵美弥子・ 浜畑 莞爾
文屋 俊英 ・菅間  進 ・藤井  勝
真山 絹子 ・瀬戸 寅男・熱海 文雄
伊藤美恵子

[宮城県バ ドミントン協会顧問 ]

今井 茂満・岩崎 昭郎・上原 信彦
鈴木 勝之・高橋 英夫・千葉 健夫
平林 良治・藤原 和文・藤原  航
山田順―郎

[働日本バドミントン協会理事]

[帥日本バドミントン協会監事]

大会顧間 大会委員長

小林

金森

唐澤

宮川

上野

澤

石田

深山

瀧山

久間

池田

関場

純幸

義弘

清―

忠和

忠

長壽

真敏

英樹

―甫

沓掛 哲男
市川 ―朗
宮澤 宏之
塩川  甫
丸山 嘉久
清水規矩雄

毛利 清志
五十里光秋

牧野  武
福岡 幸―
今北 基夫
渡辺 成雄
山根  怜
木村  寛

小山内信一・竹林 克彦 ・齊藤 隆夫
須藤  博 ・手塚 克彦 ・ 日野  昇
田中 康二 ・杉田  博 ・保坂 和也
金子  忍・ 高澤  基 ・高山 和夫
後藤  淳・ 金森  正 ・神谷 哲郎
田中田鶴子・北  義―・藤田 庸右
加藤 博司・成相 安信 ・岡崎  彬
林  芳正・池上  任 ・西野 昌明
西森 潮三・本田 正寛 ・野口 良治
松本 孝―・近藤  稔 ・ 日高  壮
金城 芳雄 ・堀江  繁・ 秋草 直之
伊佐山正和 ‐」ヽ野  理
[い日本バ ドミントン協会加盟団体長 ]

森  喜朗・関谷 勝嗣・森田  市
伊藤 基記・加藤 三夫・杉田 安雄
村上 忠治・八木橋伸夫・佐藤  保
橋本 角市・相場 清一・権田 正一
植田 博宣・原 二三雄・秋元 信一
平田登志郎・青木 昭二・池田 昌道
川端 昇市・高橋 重夫・中島 寿稽
内多小五郎 ‐ 1ヽ宮 淳宏・吹田 修―
村山 幸雄・戸田 清―・浜中  誠
伊豆  晃・岡本 武利・本郷 節生
菊地 利明・野村 嘉明・日高  壮
伊藤 紘―・小飼 栄―・里美 光徳
佐藤 義朗・油井 秀男・浅岡  武

[働日本バドミントン協会顧間]

関根 義雄 [帥日本バ ドミントン協会専務理事 ]

大会副委員長

真壁 幹雄 [働 :1本バドミントン協会理事]

大会委員

生

徹

武

章

阿部

川島

野村

村井

秀夫

―郎

安忠

弘美

福田  武

奈良坂 孝
尾形 信夫
船山 雅史
伊藤 澄夫

木戸

本田

沼澤

古橋

純一・菅野 正男・′jヽ原 正一
義雄・西大條和子・金上 洋子
隆・阿久津裕美・田所 光男
政紀・早坂 孝志
[官城県バドミントン協会常務理事]

正人・湯村 治夫・峯田喜次郎
良彰 ・藤本 民世 ・栃窪 和子
好夫 ・老沼加奈子 ・石川 清志
道明・鷲見 浩勝 ・金上 光宏
正男 ・江日  明・伊東 正人
[宮城県バ ドミントン協会理事 ]

川内 賢―
押切 吉基
庄子美也子

若生 正弘
佐藤 健吾

山並

大沼

佐藤

佐藤

高橋

大林

斉藤

―信・伊東  憲・庄子 國夫・兵藤  静
明・古澤美八夫・高橋 幸三

[仙台市バドミントン協会理事]
櫻井 正孝 ・山浦 正井 [仙台市副市長]

鈴木恵奈夫・松良 千廣
[宮城県バ ドミントン協会副会長]
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第5回 日本バドミントンジュニアグランプリ2006

大 会 競 技 役 員
競 技 役 員 長

競 技 副 役 員 長

総 務 部 長

総 務 副 部 長

総 務 委 員

救     護
競技審判部長

競技審判副部長

競 技 主 任
競 技 委 員

任

員

主

委

判

判

審

審

今井 正男
木戸 純一  菅野 正男
沼澤  隆
尾形 信夫  桐澤 武久  奈良坂 孝  山田 晋嗣
西大條和子  田所 光男  高橋 幸三  深瀬 潤二  長嶺 秀久  手塚 研一
高橋  賢  木村  岡」 小林 慶太  山田  勝  咲間 悦子  小野木 徹
菅原 英剛  原 真理子  工藤 和哉  菅原 裕樹  吉田 光正  竹内 英治
花渕美弥子  金上 洋子  庄子美也子  栃窪 和子  佐藤すみ子  昆野・京子
大内 恵子  一井紀美子  釜村 源子  柴崎 信子  安斎 裕子  杉野多恵子
佐藤  忍  守屋 良子  千葉 節子  佐藤由美子  鎌田 咲子  松本 淳子
高橋 里美  多田 恵子  小峰 睦美  吉田聖羽子  岡澤つね子  菅原 裕樹
水野 歩美  鈴木 奈美  庄子 若子  小野崎美樹
伊藤 澄夫
小原 正一  江日  明  藤本 民世
阿久津裕美  斎藤  明  石川 清志
早坂 孝志  本田 義雄  松山 雅史  山並 正人  木村  宏  丹野 良信
松本  理  村上 和男  高橋 政久  青山  隆  菅原 雄二  安達奈美子
浅野 暢子  服部 直人  菅原 栄夫  石崎 洋一  三階堂順一郎 鈴木 寿幸
太田  学  横山 誓子  佐藤 詳子  佐竹 朋子  黒澤 栄志  大貫由美子
小笠原 順  高橋 秀典  大沼 良彰  高橋 功充  伊藤 義高  石谷  潔
菅原 幸史  伊藤 秀輝  菅野 貴人  千葉 麻綾  村上和加奈  丹野吉太郎
田中 政幸  佐藤 倫子
湯村 治夫  浅野 袖記  佐藤 道明
鳴海みゆき 佐藤 孝子  高橋とよ子  宮本 和子  鈴木百合子  山本 恵美
千葉 悦子  濱田香代子  佐々木具子  鈴木 知子  高橋 陽子  高橋 由美
清水 幸子  都築希和子  高橋喜江子  今野きよみ  高橋優美子  東海林一浩
千葉 正幸  大友 清己  阿部 友之  阿部 孝哉  石郷岡 寿  菊池  実
伊藤 直樹  熊谷 和彦  佐藤 謙二  門偉 央子  大場 淳司  生田 仁信
高橋 政彦  布施 裕之  小野寺浩美  小野 文彦  相沢 尚志  鈴木  学
吉田 智治  鈴木  学  佐藤 義昭  中沢 正美  内村  岡」 高柳  健
菊地  智  清水 恵一  野村 秀樹  庄子 哲郎  本間 秀和  垣内 大輔
蝦名 郁矢  阿部  計  浅野 泰一  高橋 長衛  芦  智男  岩渕  勝
富久  晃  熊谷 由香  斎藤  崇  鈴木 正行  菅原 哲也  前田 寿一
高橋 満男  中村  誠  青山  隆  大宮 静雄  小野 健一  佐藤 妙子
西条 嘉浩  白井  良  坂本  新  芳賀  啓  小山 貴宏  庄司 大助
鳴海  涼  小林  修  黒坂 光幸  松本  理  芳賀 元気  森   佳
小野寺裕美  小野  誠  林  千加  松浦 進一  後藤 清律  佐々木良徳
土生  諒  安斎 秀司  柴藤 昌幸  菅野  岳  菅野 貴人  渡部 真路
小川  彰  山口 善広  加藤 博美  鈴木  岡り 今村 守彦  塚田 有市
今松  潤  竹内 英治  横山 誓子  工川 昌子  小斎みどり 中荒井 昇
湯村 治夫  浅野 袖記  佐藤 道明  富久 聡浩  遠藤 節郎  阿部 和子
鈴木 敏夫  鷲見 浩勝  佐藤 良二  森  俊夫  五十嵐浩平  翁  千秋
東北生活文化大学高校  常盤木学園高等学校  仙台商業高等学校
宮城県工業高等学校  聖ウルスラ学院英智中高等学校  官城県第二女子高等学校
仙台市立田子中学校  仙台市立鶴谷中学校  仙台市立東華中学校
各バ ドミントン部員    -6-
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第 5回 日本バ ドミントンジュニアグランプリ 2006

大  会  日 程

<第 1日 目> 10月 20日 (金 )
12:00～  練習会場開放

・ 仙台市体育館

17:00～  代表者会議
・ 仙台市体育館 2階研修室

18:00～  開会式
・ 仙台市体育館

く第 2日 目> 10月 21日 (土 )
8:00～ 開 場

。仙台市体育館

・ 仙台市青葉体育館

・ 仙台市泉総合運動場内泉体育館

9:30～  競技開始
・ 予選 リーグ

・ 男子決勝 トーナメントMG決 1～MG決 5
。 女子決勝 トーナメントWG決 1～WG決 5

18:00  競技終了
(予定)

<第 3日 目> 10月 22日 (日 )
8:00～ 開 場

・ 仙台市体育館

9:30～  競技開始
・ 男子決勝 トーナメントMG決 6～MG決 12
・ 女子決勝 トーナメントWG決 6～WG決 12

13:20  表彰式・閉会式
(予定)

※ 1 オーダー用紙は、当該試合の 30分前までに、各試合会場のオーダー交換所に提出してく
ださい。

なお、10月 21日 (土)の予選リーグ第 1試合のオーダーは、8:50ま でにオーダー交
換所に提出してください。

※2 上記は、想定している予定時刻です。諸般の事情により変更になることもありますので、
予めご了承下さい。
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第 5回 日本バドミントンジュニアグランプリ 2006

式  次  第
1開 会 式

10月 20日 (金 )
18100 ・開 式 通 告

・開 会 宣 言・

・優 勝 杯 返 還・

。大会委員長

財 日本バ ドミントン協会

・男子 優 勝 滋賀県
準優勝 埼玉県

女子 優 勝 宮城県
準優勝 埼玉県

・大 会 会 長

働 日本バ ドミントン協会

・大 会 顧 問

官城県バ ドミントン協会

あ い さ つ

・あ い さ つ・

専務理事

会 長

会 長

関 根 義 雄

綿 貫 輔民

周

克

菅 原

・歓迎のことば

・選 手 宣 誓

・閉 式 通 告

2表 彰 式・ 閉 会 式
10月 22日 (日 )

競技終了後

・開 式 通 告

・成 績 発 表

・表    彰

・あ い さ つ

仙台市長  梅 原

宮城県代表選手

競技役員長

(財日本バ ドミントン協会  理

+△ △́・ F
ノヽ 7ヽ ユヾ X

い日本バ ドミントン協会  会 長  綿 貫 民 輔

大 会 顧 問

宮城県バ ドミントン協会  会 長  菅

・大会委員長

財日本バ ドミントン協会 専務理事 関

原 周

彦

選手整列

事 今 井 正 男

・あ い さ つ

・閉 会 宣 言

・閉 式 通 告

-8-
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第 5回 日本バドミントンジュニアグランプリ2006

開 催 要 項

1 主   催  財団法人日本バ ドミントン協会、仙台市

2主

3後

4期

5会

6種   目

7競 技 規 則

8競 技 方 法

日

　

場

管 官城県バ ドミントン協会,官城県高等学校体育連盟バ ドミントン専門部、官城県中学校体育連盟
バ ドミントン専門部、宮城県小学生バ ドミントン連盟、仙台市バ ドミントン協会

援  財団法人地域活性化センター、宮城県教育委員会、財団法人宮城県体育協会、仙台市教育委員会

平成18年 10月 20日 0～ 22日 (日}

(1)第 1会場 仙台市体育館
〒982-0032仙台市太白区富沢 1-4-1 肌 022-224-1111

例 第 2会場  仙台市青葉体 育館
〒981-0912仙台市青葉区堤町 1-1-5 肌 022-717-1191

0第 3会場 仙台市泉総合運動場内泉体育館
〒 981-3124仙台市泉区野村新桂島前 60肌 022-372-1019

団体戦 :男子・女子の都道府県対抗戦

平成 18年度財団法人日本バ ドミントン協会競技規則、同大会運営規則及び同公認審判員規程に

よる。

(1)予選リーグを行い、各リーグ 1位チームによる決勝 トーナメント戦を行う。3位決定戦は行
わない。

(2)試合は 2複 3単とする。

(3)試合順序は、予選リーグは小 S→中 S→高 S→中D→高Dと し、全試合行う。

④ 決勝 トーナメントにおいては、

1回戦 小 S→中S→高 S→中D→高D
2回戦 高D→小 S→中S→高 S→中D

準決勝 中D→高D→小 S→中S→高 S

決 勝 高 S→中D→高D→小 S→中S  とし、3点先取とする。

(5)予選 リーグにおいては、主審は主管県で行うが、線審は参加チーム (各 1名 )が担当する。

(1)

(2)

(3)

に)

各チームとも、監督・コーチ各 1名 とし、選手は小学生 2名 、中学生及び高校生は各 4名以

内で、6名以上 12名以内とする。 (コ ーチは必ずしもつけなくて良い)

中学生、高校生は単・複を兼ねて出場できる。

メンバー変更等は、代表者会議において申請できるが、選手の追加は認められない。尚、変

更等はこの会議以外では認められない。

北海道は、北北海道及び南北海道とし、主管県は 2チーム参加できる。

10使用シャトル (1)平成 18年度財団法人日本バ ドミントン協会第 1種検定合格球とする。

(2)競技で使用するンャトルは主催者が用意する。

11)平成 18年度財団法人日本バ ドミントン協会に登録している者で、都道府県協会長が代表とし

て認めた監督・コーチ・選手であること。

(2)選手は学校教育法第 1条の小学生・中学生・高等学校に在籍している生徒で高校生は、昭和

62年 4月 2日 以降に生まれた者であること。

11参 加 資 格
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12参加料及び

振 込 先

13申 込 締 切

14申 込 方 法

15表

16 日

(1)参加料 :1チーム   10,000円 とする。

(2)振込先 :銀 行 名   七十七銀行南小泉支店
口座番号   普通 5637988
口 座 名   ジュニアグランプリ事務局 田 所 光 男

参加申込書 (正・副)及び参加料とも平成 18年 9月 1日 0必 着 とする。

(1)所定の申込用紙で、都道府県ごとに一括して郵送のこと (書留が望ましい)

電話、FAX、 Eメ ールでの申し込みは不可。

(2)申込書の送付先は次のとおり。

正 〒 150-8050 東京都渋谷区神南 1-1-1 岸記念体育館内
財団法人 日本バ ドミントン協会 宛

〒 984-0828 宮城県仙台市若林区一本杉町 1-2

第 5回 日本バ ドミントンジュニアグランプリ2006事務局

聖ウルスラ学院英智中高等学校内 田 所 光 男 宛

副

彰  (1)優勝チームには、表彰状、優勝杯 (持ち回り)及び0日 本バ ドミントン協会メダルを授与する。

(2)2位チームには、表彰状、準優勝杯 (持ち回り)及び官城県バ ドミントン協会メグルを授与
する。

(3)3位チームには、表彰状及び官城県バ ドミントン協会メダルを授与する。

程   (1)10月 20 日(金) 17:00

18100

(2)10月 21 日{土)  9:00

(3)10月 22 日(日)  9:00

競技終了後

代表者会議 (仙台市体育館 )

開 会 式 (仙台市体育館 )
試合開始

試合開始

表彰式・閉会式

17大会事務局  〒984-0828 宮城県仙台市若林区一本杉町 1-2

第 5回 日本バ ドミントンジュニアグランプリ2006事務局

聖ウルスラ学院英智中高等学校内 田 所 光 男 (深瀬)
携帯1 090-2608-2266  F AX 022-286-6334

18宿   泊 宿泊要項による。

19そ の 他  (1)競技時に、色付き着衣を使用する場合は0日 本バ ドミントン協会審査合格品とし、背面中央
に都道府県名を表示のこと。

(2)代表者会議は、仙台市体育館で行います。

(3)練習会場については、10月 20日 012:00～ 17100の間に、仙台市体育館を開放します。
但し、練習希望チームが多数ある場合、練習時間を制限することがあります。

(4)競技時の傷害、疾病等については、主催者側で可能な範囲内の応急処置は行いますが、一切
の責任は負いません。

(5)出場者は、必ず監督・コーチ等引率者 (都道府県代表責任者)に よって引率され、引率者は

出場者の行動に対して責任を負うものとする。

(6)応援旗等は大きくないものを使用し、節度を持って掲示してください。

※個人情報の取扱いに関して (大会参加に際して提供される個人情報は、本大会活動に利用するものとし、これ

以外の目的に利用することはありません。)
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第 5回 日本バドミントンジュニアグランプリ2006

競 技 上 の 注 意 事 項

1 本大会は、平成 18年度 (財)日 本バ ドミントン協会競技規則及び同大会運営規定 (2006-2007版 )
により行 う。

2 本大会はラリーポイント制により行い、1ゲーム 21点 3ゲームマッチとする。
3 各対抗の試合順は、次のとお りとする。
(1)予選 リーグは小S→中S→高S→中D→高Dと し、全試合行 う。
(2)決勝 トーナメン トにおいては、
1回戦 小S→中S→高S→ 中D→高D
2回戦 高D→小S→中S→高S→ 中D
準決勝 中D→高D→小S→ 中S→高S
決 勝 高S→中D→高D→小S→中S とし、3点先取とする。

なお、並行試合を行った場合も、試合順に関係なく3試合先取により決する。
4 予選 リーグは、3ま たは 4チームプロック戦とし、プロック 1位のチームが決勝 トーナメント戦に
進出する。予選 リーグの順位は次の方法で決定する。なお、予選 リーグは全試合行 うものとするが、

勝敗決定後の選手変更は認めない。

(1)勝数による。
(2)(1)が同数の場合、得マッチ率 (勝ち試合数/総試合数)による。
(3)(1)(2)が同率の場合、
得ゲーム率 (得ゲーム総数/(得 ゲーム総数 +失ゲーム総数))で決定する。
(4)(1)(2)(3)が同率の場合、得ポイント率 (得ポイント総数/(得 ポイント総数 +失ポイン
ト総数))で決定する。

(5)な お同率の場合、直接対戦の勝チームを上位 とする。
5 オーダー用紙は、当該試合の開始予定時間の 30分前に、監督が各会場のオーダー交換所へ提出す
ること。指定の時間までに提出されない場合、「棄権」として扱 うこともある。ただし、10月 21日 (土 )
の予選 リーグ第 1試合のオーダー用紙は、8時 50分 までに各会場のオーダー交換所へ提出すること。
6 タイムテーブル 20分前には、各会場内で待機 し、場内放送に注意すること。
7 1場内放送による試合のコール後は、直ちに指定のコー トに入ること。コールの後、10分を経過して
コー トインが確認できない場合は、レフェリーの判断により「棄権」とみなす場合があるので注意す

ること。

8 試合の進行状況によって、試合開始時刻や使用コー トを変更する場合があるので、場内放送に十分
注意すること。

9 各ゲームの 11点インターバル時は、チェンジエン ドをしないが、各ゲーム終了時のインターバル
は、チェンジエンドを行ってからア ドバイスを受けること。ア ドバイスを行 うことができるのは 2名

以内とする。

10 本大会の「インプレー中のア ドバイス」については禁止とし、各インターバル中のみア ドバイスを
認めることとする。したがって、コーチング席は設けないものとする。

11 同一選手の試合が連続する場合は、原則 として前の試合終了後、15分間のインターバルをおいて次
の試合を開始する。

12 練習時間は、主審の時計により各対抗戦の各試合前 2分間とし、両チームの当該選手が同時に行 う。
(シ ングルスのヒッティングパー トナーについては、同チームから出してもよいし、対戦相手と行って

もよい。)

13 シャ トルを交換する場合は、必ず主審の許可を得ること。
14 選手は、上着の背面中央に必ず都道府県名のみ漢字で明示すること。 (ゼ ッケンを付ける場合は、
ゼッケンがめくれないようにすること。)

15 試合中に怪我等をした場合には、主審が判断し、競技役員長 (レフェリー)を呼ぶので、関係者は
許可なくコー トヘ入らないこと。

16 試合中の水分補給については、主審に許可をもらい、必ず栓ができる容器を使用し、床に水をこぼ
さないように注意すること。

17 携帯電話については、電源を切るかマナーモー ドとし、ベンチ付近での通話は禁止 とする。
18 各試合終了時に、勝敗に関係なく主審 と握手するよう心がけること。
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第 5回 日本バドミントンジュニアグランプリ2006

審 判 上 の 注 意 事 項

1.審判は、平成 18年度(財 )日 本バ ドミントン協会競技規則及び同公認審判員規程 (200
6-2007版 )に基づいて、厳正にジャッジします。

2.予選リーグの試合は、主審のみを宮城県の審判員が行います。得点表示員は官城県の補助
員が行いますが、線審は、対戦する各チームが 1名ずつ担当してください。

なお、原則として、サービスジャッジは配置しません。

並行試合を行う場合も、主審のみを宮城県の審判員が行います。

3.競技規則第 16条により次のような行為は、警告・フォル トまたは失格の対象になります
ので注意してください。

(1)汗 拭き、靴ひもの締め直しなどで、故意にプレーを中断または遅延させたとき
(2)サ ービスの態勢に入る (位置に着 く)までの時間が長すぎるとき
(3)レ シーブの態勢に入る (位置に着 く)ま での時間が長すぎるとき
(4)イ ンターバルの時間を除き、試合中に指示やア ドバイスを受けたとき

(5)シ ャトルのスピー ドや飛び方を変えるために、故意にシャトルに手を加えたり、破損
したりすること。

(6)対 戦相手に向かっての威嚇や侮辱行為をしたとき

4.シャトルコックやラケットの交換、靴ひもの締め直しなどでプレーを中断するときは、主
審の許可を得てください。

また、汗を拭くためにコー トを離れるときも同様に、主審の許可を得てください。

5。 コー トが汗で濡れているときは、主審の指示に従ってください。

6.所定のインターバルの時間を超える違反をした場合は「フォル ト」とし、すぐに主審はレ
フェリーを呼び、レフェリーによってその判断が下されます。

7.「サービスコー トのまちがい」が生じた場合、そのラリーによって得たポイントはそのまま

生かし、直ちにその間違いを直します。

8.イ ンプレー中のフォル トの追加 (変更)
「シャトルは必ずネットの上を通らなければならない」ことが変更されました。

9.サービス時のフォル ト (通称 :アバブザハンド)で、「ラケットのシャフトが下方を向いて
いればよい」ということになりました。

10.審判員の判定に対して疑間のある場合は、当該プレーヤーと監督に限り質問することが認

められています。

ただし、抗議や異議は認められません。
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タ イ ム テ ー コ ル

仙台市体育館 10月 21日 田 男子 。女子会場

青葉体育館 10月 21日田 男子会場

泉総合体育館 10月 21日田 女子会場

仙台市体育館 10月 22日 (日 )

第 1競 技 場 第 2競技場
コー ト

つ

‘

０

） 4
ｒ
Ｏ

´
０

７

′
（
０ 9 10 11 12 13 14 15

MA MB MC ME MF MG WA WB WC WD WE WF WG

8 :00 場

8:20 別 紙 練 習 計 画 表 に よ り 練 習

9:30 B-1 C-1 Dl El F-1 Gl Al Bl Cl Dl El F l Gl

11:40 A2 B-2 C-2 D 2 F 2 G2 A2 B2 C2 D 2 E: 2 F 2 G2

13:50 A-3 B 3 C3 D3 E 3 F 3 G3 A3 B 3 C3 D3 E 3 F 3 G3

16:00 M決 -1 M決 2 M決 3 W決 1 W決 2 W決 3

コー ト
つ
４ 3 4 ｒ

０
＾
０

７

′ 8

MH MI MJ MK ML MM

8 :00 開 場

別 紙 練 習 計 画 表 に よ り 練 習

9 :30 Hl H-2 -1 J  l Kl L l

11:40 H-3 1  2 J 2 K 2 L-2 M2

13:50 H 5 H 6 13 J 3 K 3 L 3 M3

16:00 決 4

コー ト
つ
４ 4 ｒ

０ 6 「
′

（
０

WH Wi VV J WK WL WM

8 :00 場

8:20 別 紙 練 習 計 画 表 に よ り 練 習

9:30 H-1 H 2 1 J  l Kl Ll M-1
11:40 H-3 H-4 2 J 2 K 2 L 2 M2

13:50 H 5 H 6 !-3 J 3 K 3 L 3 M3

16:00 決 5

第 1競 技 場 第 2競技場
コー ト

つ

一 4 ｒ
０ 6 8 ｑ

） 10 11 12 13 14 15 16

場

8 :20 別 紙 練 習 計 画 表 に よ り 練 習

9:30 M決 7 M決 8 M決 9 W決 6 W決 7 W決 8 W決 9
10:50 M決 -10 M決 11 W決 10 W決 11
12:10 M決 12 W決 12

13:20 表 彰 式 ・ 閉 会 式
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男 子 (MG)予選リーグ

Aプロック ① ② 0 順 位

① 滋  賀
② 茨  城
③ 山  形

Hプロック ① 2 3 ④ 順位

● 南北海道

② 群  馬

=福
 島

④ 新  潟

B)avj ①
，

‘ ③ 順 位

① 岐  阜
② 宮 城 A

③ 高  知

lプロック ① ② ③ 順 位

① 大  阪
② 静  岡
③ 宮城 B

C)av2 ① ② ③ 順 位

① 栃  木
② 長  野
③ 宮  崎

Jプロック ① ② ③ 順 位

① 岡  山
② 神 奈 川

③ 香  川

D)ov, 1 `ら

_

、
`

順 位

① 石  川
② 山  梨

重

K)avi ① 3 順 位

① 愛  知
② 沖  縄

① ② ③ 順 位

① 奈  良
② 秋  田
③ 鳥  取

Lプロック ① ② ③ 順 位

① 広  島

③ 愛  媛

Fプロック ① ② ③ 順 位

① 徳  島
② 千  葉
③ 岩  手

Mプ ロック ヽ
レ
´
ヽ ② ③ 順 位

① 埼  玉
② 青  森
③ 和 歌 山

G)ov, 2 .うヽ
1、

12ノ 順 位

① 福  岡
② 京  都
0北北海道
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A)av, 1 0 順 位

① 宮 城 A

② 東  京
C 重

Hブロック `■

t`

'、■ツ ② 3 ④ 順位

① 石  川
② 山  梨
③ 宮  崎
④ 宮 城 B

② ③ 順 位

① 神 奈 川

② 兵  庫
③ 高  知

:プロック ① ② ③ 順 位

① 愛  媛
② 山  形
③ 京 都

C)av, ① ② ③ 順 位

① 北北海道

② 秋  田
③ 新  潟

Jブロック ① ② ③ 順 位

① 愛  知
② 栃  木
0南北海道

1 ② ③ 順 位

① 千  葉
② 和 歌 山

③ 香  川

Eブロック ② ③ 順 位

① 広  島
② 福  島
③ 静  岡

Fブロック ① ② ③ 順 位

① 岩  手
② 富  山
③ ,中  縄

G)avt ② `う
ヽ
ヽヽ2′

① 群  馬
② 奈  良
③ 鳥  取

Kプロック 1 `う
ヽ
4ノ 0 順 位

① 滋  賀
② 茨  城
③ 徳  島

① ② ③ 順 位

① 岐  阜
② 青  森
③ 岡  山

M)avi ② ③ 順 位

① 埼  玉
② 大  阪
③ 長  野
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都道府県 組 数 都道府県 地 区組 数

北海道滋  賀 近 畿 南北海道

，

一 関 東
＾
Ｚ 茨  城 関 東A
０^ 山  形 ラに: 」ヒ

＾
● 福  島 フF: :1し

4 新  潟 北信越

組 数 都道府県 地 区 組 数 都道府県 地 区

大  阪 近 畿岐 阜 東 海

つ

４ 宮城 A
'に

 」ヒ 2 静  岡 東 海B
四 国

一
〇 宮城 B

組 数 都道府県 地 区 組 数 都道府県 地 区

栃  木 関 東 岡  山 中 国

つ
４ 長  野 北信越

，

一 神奈川 関 東
ヽ

″

′
口ヽ
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J
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つ
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＾
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う
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K
富  山 北信越
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2 田秋 5薇: 」ヒ
つ
こ 東  京 関 東

r‥

L
う
０ 鳥 取 中 国

L
０

） 愛 媛 四 国
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＾
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う
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J
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監 督 下 苧 坪  英  雄
コーチ 井  ロ 司

小学生
溝  ロ ネ右 太 旭 川 東 栄 小 学 校

齋 藤 大 輝 滝 川 第 二 小 学 校

中学生

中 木 広 大 滝 川 明 苑 中 学 校

島 谷 航 平 滝 川 明 苑 中 学 校

畑 本 承 佑 旭 川 東 明 中 学 校

高校生

入 江 優 喜 帯 広 大 谷 高 等 学 校

鈴 木 啓 太 旭 川 実 業 高等 学 校

牧 野 公 亮 旭 川 実 業 高 等 学 校

北」ヒ海道

青 森

秋 田

福  島

男 子 (MG)参 加 者 名 簿

岩  手

山 形

宮城A

監  唇 井  ロ 司

コーチ 荒  川 歩

小学生
海  谷  慎 森  小  学  校
水 間 陽 介 岩 見沢 美 園 小学 校

中学生

尾 野 拓 郎 苫 小牧 緑 陵 中学 校

佐 々 間  浩  平 岩 見 沢 緑 中 学 校
銅 大  雅 IL幌 新琴似北中学校

高校生

田 渕 雄1喜 札 幌 第 一 高等 学 校
小 野 寺  勝  也 札 幌 第 一 高 等 学校

鈴 木 陵 麻 札 幌 第 一 高等 学 校

監 督 戸  祭 潤

コーチ 浦  隆  史

小学生
浦  光  格 常 磐 小 学 校

岡  村 翼 城 南 小 学 校

中学生

常 陰 愁 平 青 森 山 田 中 学 校
上  裕  士 西 日 屋 中 学 校

浦  崇  行 西 日 屋 中 学 校

高校生

工 藤 敏 裕 束 奥 学 園高 等 学校
坂 本 賢 宏 青 森 山 田 高 等 学 校

岩 見 隆 広 青森 山 田高等 学 校
宮  野 樹 青 森 山 田高 等 学 校

監 督 菊  地
コーチ 石F り11 聡

小学′■
畠 山 主 税 湯 日 小 学 校
菅 原 慎 也 黒 石 小 学 校

中学生

外  り:I 真  樹 藪 り|1 中 学 校
佐 藤 祐 弥 矢 沢 中 学 校

鎌  田 光  寿 矢 沢 中 学 校

高校生

外  川 也 前 沢 高 等 学 校

鈴 木 秀 治 前 沢 高 等 学 校
石  りl: 貴  寛 前 沢 高 等 学 校

監 督 松 田 清 孝

コーチ 加 賀 谷 彰

小学生
佐 藤 優 助 飯 島 南 小 学 校

中学生

須  藤    嶺 西 仙 北 束 中 学 校

高 橋 大 樹 仙 南 中 学 校
千 葉 隆 太 仙 南 中 学 校

高校生

甲  谷 光 秋 田工 業高 等 学 校
工 藤 和 貴 秋 田工 業 高 等 学 校

秋 田工業高等学校

監 督 ノ
]ヽ   野   矛口  之

コーチ 島 貫 祥 寿

小学生
加 藤 壮 竜 山 形 第 二 小 学 校
五 十 嵐 優 朝 ll易 第 ‐1小 学 校

中学生

斎 藤 宏 紀 鶴 岡 第 二 中 学 校

浦  貴  大 鶴 岡 第 三 中 学 校

渡  部  紘 鶴 岡 第 三 中 学 校

高校生

五 十 嵐 健 鶴 岡 南 高 等 学 校
長  村  俊 太 郎 鶴 岡 南 高 等 学 校

佐 藤 大 樹 長 井 高 等 学 校

監 督 大 堀 麻 紀

コーチ ヌヌン・ヴィビアント

小学生
奥  田 雄  紀 中 央 台 南 小 学 校

中学生

大 森 康 平 富 岡 第 一 中 学 校
武 田 朋 之 束 和 中 学 校
斎 藤 翔 平 東 和 中 学 校

高校生

友  居 尚 志 高 等 学 校

岡 田 祐 大 尚 志 高 等 学 校

監  愕 若 生 正 弘

コーチ 塚  千  尋

小学
′
1

小 林 優 吾 菅 谷 台 小 学 校
玉 手 勝 樹 横 倉 小 学 校

中学生

中 田 和  希 仙 台 第 一 中 学 校
伊 藤 僚 祐 東 北 学 院 中 学 校
佐 藤 巧 基 東 北 学 院 中 学 校

高校生

佐 藤 尚 己 仙 台 商 業 高 等 学 校
沓 澤 康 平 仙 台 商業 高 等 学 校
佐 藤 和 哉 宮城県工業高等学校
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監 督 塚  千  尋
コーチ 若 生 正 弘

小学生
伴  野 聡 横 倉 小 学 校
大 木 優 生 横 倉 小 学 校

中学生

宍 戸 亮 太 多 賀 城 中 学 校
佐 野 優 紀 多賀 城 第 二 中学 校
武 田 教 孝 多賀城 第 二中学 校

高校生

青  田 光 太 郎 仙 台 商 業 高 等学 校
佐  藤 良 仙台商業高等学校
渡  辺 渉 宮城 工 業 高 等学 校

宮城B

埼 玉

茨 城

千 葉

男 子 (MG)参 加 者 名 簿

東  京

栃 木

神奈川

監 督 小 林 重 徳

コーチ 渡 辺 英 俊

小学生
山 崎 真 央 豊 玉 南 小 学 校
水  島  浩 太 郎 豊 洲 小 学 校

中学生

高 岡 透 平 深 川 第 三 中 学 校
小 林 拓 也 深 川 第 三 中 学 校
松 田 将 斗 深 川 第 三 中 学 校
奥 塁 萌 人 淑 徳 巣 鴨 中 学 校

高校生

武  下  利 関 東第 一高 等学 校
藤 原 違 也 関東第一高等学校
宮 本 大 地 関 東第 一 高 等学 校
木 戸 道 治 関 東 第 一 高 等 学校

監 督 名 倉 康 弘

コーチ 山 田 秀 樹

小学生
宮 本 小 学 校

高 橋 康 平 西 富 小 学 校

中学生

4. irt 晃 埼 玉 栄 中 学 校
塚 本 好 喜 埼 玉 栄 中 学 校
飯 島 冬 嬉 埼 玉 栄 中 学 校
和  田  治  久 埼 玉 栄 中 学 校

高校生

田 児  賢 埼 玉 栄 高 等 学 校
松  丸 輝 埼 玉 栄 高 等 学 校
上 田 拓 馬 埼 玉 栄 高 等 学 校
佐 々木 啓 埼 玉 栄 高 等 学 校

監 督 岩 崎 盛 和

コーチ

小学11
高  田 晃 川 内 北 小 学 校

中学生

丸  尾  亮 太 郎 佐 野 中 学 校

相 生 中 学 校
′1ヽ  りl: 理  晃 相 生 中 学 校

高校生

松 島 圭 祐 太 田 商 業 高 等 学 校
佐 藤 優 彦 太 田商 業 高 等学 校
茂 木 伸 男 桐 生 商 業 高 等学 校

監 愕 黒 澤 紀 久

コーチ 豊  島 卓

小学生
松 岡 竜 邦 つ く ば 東 小 学 校

中学生

児  島  雄 二 郎 著 渓 学 園 中 学 校
塚  原 樹 若 渓 学 園 中 学 校
岡 部 祐 太 著 渓 学 園 中 学 校
遠 藤 周 祐 著 渓 学 園 中 学 校

高校牛

福  岡 輝 藤 代 高 等 学 校
星 野 敬 嗣 藤 代 高 等 学 校
中 山 恵 介 有 渓 学 国 高 等 学 校

植 田 隼 治 著 渓学 園 高 等学 校

監 督 遠  井 努

コーチ 舘 野 政 男

小学生
田 山  祐  也 御 幸 ケ 原 小 学 校
中 里 裕 貴 上 戸 祭 小 学 校

中学生

小  1林 拓 石 橋 中 学 校
荻 原 匡 人 星 が 丘 中 学 校
鈴 木 健 太 星 が 丘 中 学 校

高校生

松  口 和  弘 作 新 学 院 高 等 学 校
増 渕 奥 明 作 新 学 院 高 等 学 l.`

前 原 俊 宏 宇 都 宮 南 高 等学 校

監 督 大 熊 喜 章

コーチ

小学生
酒 井 洋 汰 宮 崎 小 学 校
上  村 聡 宮 崎 小 学 校

中学生

池 田 翔 喜 自 子 中 学 校
浦 井 唯 行 西 武 台 中 学 校
村  瀬 撃 西 武 台 中 学 校

野  口 祐  輔 西 武 台 中 学 校

高校生

松  田 優  馬 千 葉敬 受 高 等学 校
森 輝 千 葉敬 愛 高 等学 校

監 督 五 十 嵐 功

コーチ 菅 嬌 誠 司

小学生
藤 野 琢 人 田 名 北 小 学 校
江  '|1 隆 東 柿 生 小 学 校

中学生

カロ  "褻 渉 人 道  中 学  校
高 野 智 央 も え ぎ 野 中 学 校
廣 田 雅  俊 も え ぎ 野 中 学 校

高校生

前 岡 祐 輔 川崎総合科学高等学校
平  り|1 大  貴 川崎総合科学高等学校

橋  将  希 藤 沢翔 陵 高 等学 校
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監 督 望  月 旭

コーチ 輿  石 努

小学生
興  石 ,′ヌ 勝 沼 小 学 校

中学生

加 藤 夕 弥 竜 王 中 学 校

高 野 和 彦 大 和 中 学 校

平 山 建 大 和 中 学 校

高校生

飯 島 史 也 甲府 商 業 高 等 学 校

武 井 宣 紀

山 梨

富  山

長 野

男 子 (MG)参 加 者 名 簿

新  潟

石  川

岐 阜

愛  知重

監 督 山 縣 泰 弘

コーチ 高  野

小学生
細  ,|1 宗  雄 越 路 小 学 校

武 井 雄 佑 金 井 小 学 校

中 学
′
li

原 健  大 関 屋 中 学 校

砂 井 良 介 小 須 戸 中 学 校

米  田  健  司 小 須 戸 中 学 校
廣  り:l 拓  己 柏 崎 束 中 学 校

高校生

高 山 郁 弥 北 越 高 等 学 校
五 十 嵐  浩  希 北 越 高 等 学 校

内  山 陽 長 岡工 業高 等 学 校

監  督 中 田 真 琴

コーチ 見 波 員 剛

小学生
山 村 祐 樹 上 市 中 央 小 学 校

南  部 ,′R 山 室  小 学  校

中学生

星 野 翔 平 上 市 中 学 校

佐  f自  優  人 上 市 中 学 校
辻 大  樹 山 室 中 学 校

高校生

太  田 誠 高 岡第 一 高等 学 校
竹  内  慶 太 郎 高 岡第 一高 等 学 校
山 村 駿 介 高 岡第 一 高等 学 校

監 督 水  内
コーチ 石 田 浩  幸

小学生
松  居  圭 ― 郎 外 日 角 小 学 校

中学生

南 淳  也 城 南 中 学 校

吉  森    司 松 任 中 学 校
星 大  智 松 任 中 学 校
荒 木 隆 宏 松 任 中 学 校

高校生

坂  井 1■ 金沢市立工業高等学校

新 田 晃 浩 金沢市立工業高等学校
政 谷 泰 俊 金沢市立工業高等学校

監 督 飯 森 己 由

コーチ 小 山 修 也

小学生
太 田 浩 平 読 書 小 学 校

中学生

藤 巻 嵩 寛 仁 科 中 学 校
上  田 拓  郎 南 木 曽 中 学 校
加 藤 靖 大 南 木 曽 中 学 校

高校生

田  崎 真 長 野 商 業 高 等 学 校

矢 神 謙 介 長 野 商 業高 等 学 校

穂 谷 圭 祐 長 野 商 業高 等 学 校

監 督 江 崎 司 朗

コーチ 大  橋  奈 麻 輝

小学生
後 藤 圭 亮 笠 原 小 学 校
戸戸 洋  平 岐 南 東 小 学 校

中学生

永 田 智 也 笠 松 中 学 校
戸  崎

`散

笠 松 中 学 校

荒  りll 勇  太 笠 松 中 学 校

大  橋  擁 太 郎 大 垣 北 中 学 校

高校生

木  下 侑 岐 阜 商 業高 等 学 校

浅 野 新 也 岐 阜商 業 高等 学 校

島 岡 亮 治 岐 阜 商 業 高等 学 校

デt りll 真 岐 阜工 業 高等 学 校

監 督 小 林 孝 久

コーチ 諄り予 F同  剰キ

小学生
西 本 挙 太 小 俣 小 学 校

中学生

池  山  功 南 郊 中 学 校
土 井 達 也 小 俣 中 学 校
溝  口 慎  也 小 俣 中 学 校

高校生

西  川  夏  樹 久 居 高 等 学 校

佐 橋 芳 彦 久 居 高 等 学 校

打 田 雄  紀 暁 高 等 学 校

監 督 坂 野 和 久

コーチ

小学生
峰    将  大 小 高 原 小 学 校

高 橋 佑 典 石 ヶ 瀬 小 学 校

中学生

鄭 圭  介 大 府 中 学 校
樋 渡 元 志 名経 大 市郵 中学校
藤 田 康 史 朝 日 中 学 校

高校生

駒 田 直  也 名経大市郵高等学校
深  尾 淳 名経大市郵高等学校

伊 藤 伸 悟 名経大市郵高等学校
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監 軽 大 村 文 彦

コーチ 早  りll 芳
‐
 朗

小学生
大  場 雷 大 井 川 東 小 学 校
小  りll 耕  汰 人 井 川 束 小 学 校

中学生

米 山 修 平 磨 岡 中 学 校
中 野 祐 太 富 li根 南 中 学 校
惟 村 直 弘 富 士 根 南 中 学 校

高校生

村 松 将 豪 星 陵 高 等 学 校
瀬 戸 麻 人 伊 東 商 業 高 等学 校
渡  辺  龍 之 介 富 士宮 北 高等 学 校

静  岡

滋 賀

奈 良

鳥 取

男 子 (MG)参 加 者 名 簿

大  阪

京 都

和歌山

岡  山

監 督 古  谷 譲

コーチ

小学′|
小 林 周 平 北 山 田 小 学 校

中学生

児  玉 智 高 野 台 中 学 校
影 山 将 大 片 山 中 学 校
浅 見 俊 裕 片 山 中 学 校

高校生

米 谷 宗 平 電 通 大 高 等 学 校
田 真  也 電 通 大 高 等 学 校

カロ  ,夏 充 電 通 大 高 等 学 校

監 督 藤 上 良 信

コーチ 羽 野 健 郎

小学生
三 津 川  岡1 史 坂 本 小 学 校
河 崎 駿 輔 下 阪 本 小 学 校

中学生

平 井 優 也 真 野 中 学 校
中 村 亮 太 彦 根 中 学 校
中 辻 亮 太 彦 根 東 中 学 校
村 岸 憲 章 彦 根 東 中 学 校

高校生

西  澤 潤 比 叡 山 高 等 学 校
川  下  ■  士 比 叡 山 高 等 学 校

逢 澤 宏 亮 比 叡 山 高 等 学 校

監 督 橋  利  彦
コーチ

小学生
清 水 智 彦 新 舞 鶴 小 学 校

中学生

岩  崎  将  郎 由 良 川 中 学 校
山 下 正 人 城 北 中 学 校

高校′」

嵯 峨 根  和  正 桂 高 等 学 校
徳 田 文 太 桂 高 等 学 校

監 軒 辻 田 泰 昌

コーチ

"中

香 久 人

小学生
花  井 航 佐 保 川 小 学 校

中学生

松 岡 弘 樹 桜 井 東 中 学 校

桜 井 束 中 学 校
相 和 勇 輝 榛 原 中 学 校

高校′li

上 内 進 介 一 条 高 等 学 校
井 手 喬 之 奈良大学附属高等学校

監 督 佐 々末  朝  幸
コーチ ヨし  F黒 茂

小学生
山 角 太 佑 中 之 島 小 学 校

山 東 俊 介 岩 出 中 学 校
尾 方 裕 樹 岩 出 中 学 校
平  野  友■ 己 貴 志 川 中 学 校

高校生

松 村 智 仁 新 宮 高 等 学 校
生  駒 賢 新 宮 高 等 学 校
寺 村 拓 人 耐 久 高 等 学 校

監 督 的 場 浩 実

コーチ

小学生
的 場 友 宏 若 葉 台 小 学 校

中学生

儀  江 周 北 条 中 学 校

清 水 優 貴 美 保 中 学 校

高校生

仲 井 佑 太 倉吉総合産業高等学校
31 田 有  治 倉吉総合産業高等学校

監 督 畑 健

コーチ

小学生
福 田 卓 郎 倉 敷 東 小 学 校
逢 澤 健 吾 豊  小  学  校

中学生

高 地 修 史 福 岡 中 学 校
高  月 佑  斗 福 岡 中 学 校

高校生

渡  違 磨 水 島工 業高 等 学 校
末 吉 佑 任 水 島 工 業高 等 学 校
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監 督 下 岡 丈 次

コーチ 赤  ,11 雅  美

小学生
国 本  遼 太 郎 東 浄 小 学 校

中学生

中 井 翔 太 亀 崎 中 学 校

城 野 雄 太 亀 崎 中 学 校

佐 藤 康 志 亀 崎 中 学 校

高校生

武  田 勝 桜 が 丘 高 等 学 校
谷 原 省 吾 桜 が 丘 高 等 学 校

広 島

徳  島

高  知

宮 崎

男 子 (MG)参 加 者 名 簿

香  川

愛  媛

福  岡

沖 縄

監  督 吉 り|| :大  助
コーチ 小 野 坂  美 佐 子

小学生
桃 田 賢 斗 」= 津 小 学 校

中学生

長 谷 川  達  也 綾 南 中 学 校

北 谷 祐 太 綾 南 中 学 校

福 家 雄 彦 綾 南 中 学 校

高校生

女子  来井 英 明 高 等 学 校

藤  井 英 明 高 等 学 校
木 場 勇 介 英 明 高 等 学 校

監  督 杉 内 邦 弘

コーチ

小 学
′
li
水  口 恭  平 藍 住 東 小 学 校

中学生

金 森 優 太 川 内 中 学 校
庄 野 正 博 城 東 中 学 校
福 家 匠 麻 八 万 中 学 校

高校生

柳 澤 良 輔 徳 島 工 業 高 等 学 校
中  山 慧 城 東 高 等 学 校
鏡 裕  樹 徳 島 商 業 高 等 学 校

監  督 奥 田 真  司
コーチ 西  原 隆

小学生
松 本 健 吾 神 持 小 学 校

中学生

新 居 克 哉 船 木 中 学 校
藤  田 遼 道 後 中 学 校
大  西  航 太 郎 北 中 学 校

新 田 高 等 学 校
演 中 裕 太 松 山 北 高 等 学 校

監 督 り:| ,泰  ′胃
コーチ

小学生
川  上  悠  汰 藩 陽 小 学 校

中学生

岡 本 貴 文 土 佐 塾 中 学 校

岡 上 真 実 春 野 中 学 校
岡 村 大 春 野 中 学 校

高校生

山  脇 生 高 知 南 高 等 学 校
高  橋  信 太 郎 高 知 商 業 高 等学 校
中 内 彰 則 高 知 商 業 高 等 学 校

監 軒 成 富 勝 彦

コーチ

小学′l
松 原 雅 則 中 間 西 小 学 校

中学牛

松  本 岡|| 高 須 中 学 校
宮  本 海 高 須 中 学 校
山  口  凌  司 良 山 中 学 校

具 志 堅  興  平 自由 ヶ丘高 等 学 校
西 村 厚 輝 自由 ヶ丘高 等 学 校
林  田 成  也 自由 ヶ丘 高 等 学 校
原  田 和  憲 自由 ヶ丘高等 学 校

監 督 山  内 勉

コーチ 永 峰 弘 子

小学生
上 石 恭 也 股 小 学 校
田 畑 圭 朗 赤 江 小 学 校

中学生

渡 達 達 哉 妻 中 学 校
田  中 光 宮 崎 西 中 学 校
定  宗  隆 ― 郎 宮 崎 西 中 学 校

高校生

月11 田 祐  穂 宮崎 工 業 高 等 学 校
岡 山 晃 大 宮崎 工業 高等 学 校
齊  藤  岡1 志 都城 高 等 専 門学 校

監 伴 野  原  欣
コーチ 原: 田  利  明

小学生
西 原 南 小 学 校

大 屋 季 生 西 崎 小 学 校

中学生

首 里 良 太 宮 城  嗜1 学 校
花 城 清 喬 西 原 束 中 学 校

高校生

金  城 俊 コ ザ 高 等 学 校
高 江 洲 優 コ ザ 高 等 学 校
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監 督 1荒 川 歩

コーチ 下 苧 坪  英  雄

'1ヽ学41
牧 野 怜 奈 旭 川 東 光 小 学 校

島 田 き ら ら 芽 室 小 学 校

中学生

柴 田 琴 乃 芽 室 中 学 校

小 野 寺  晴  香 芽 室 中 学 校

堀 田 彩 美 東 陽 中 学 校

高校′I:

布  宮  ゆ りえ 旭 川 東 高 等 学 校

佐 藤  しお り 旭 川 実 業 高 等 学 校

高 橋 杏 奈 旭川 実 業 高 等 学 校

北」ヒ海道

青 森

秋  田

福 島

女 子 (WG)参 加 者 名 簿

南北海道

岩 手

山 形

宮城A

監 情 妹 尾 将 義

コーチ 下 野 和 義
|

小学生
塚  本  あゆみ 札 幌 小 野 幌 小 学 校

寺 尾 実 耶 浜 分 小 学 校

中学生

清  崎  玖 留 美 共 和 中 学 校

松 尾 薫 乃 岩 見 沢 緑 中 学 校

鐙 ,少  夕臣 岩 見 沢 緑 中 学 校

高校生

中  りll ま どか とわ の 森 高等 学 校
小 久 保  陽  香 札 幌 静 修 高 等 学 校

IL幌 静 修 高 等 学 校

監 督 藤  田 真  人
コーチ 佐 藤 芳 仁

小学生
斎 藤 久 実 城 東 小 学 校

7年  り:: イゆ  女己 輪  イヽ 学  校

中学生

下 農 麻 結 青 森 山 田 中 学 校

井  麻  美 弘 前 第 一 中 学 校

斎 藤 美 紅 弘 前 第 一 中 学 校

高校生

垣 岩 令 佳 青森 山 田高 等学 校

内 井 快 枝 青 森 山 田高 等学 校

本 山 祥 子 青森 山 田高 等学 校

佐 々 木 彩 青森 山 田高 等学 校

監 ↑f 渡  邊  清
r-+ | 4\5+ E
小 学
′
|

玉 山 巴

村 上 晃

赤 石 小 学 校

飯 岡 小 学 校

中学生

石 畠 由 美 矢 巾 中 学 校

見 前 南 中 学 校

鈴  木  玲 見 前 南 中 学 校

高 |′く′L

阿  部  由香 里 花 北 青 賞 高等 学 校

石  り11 温  美 花 北 青 雲 高等 学 校

内 藤 舞 盛 岡 市 立:高 等 学 校

監 藤 田 理

コ‐ 1武 田 弘 美

小学生
菅 生 愛 也 出 戸 小 学 校

中学生

菅 生 優 美 天 王 南 中 学 校

中 道 澄 夏 八 郎 潟 中 学 校

菊  地  真 美 子 八 郎 潟 中 学 校

高校生

佐 々 木  芽  衣 秋 田 北 高 等 学 校

天 野 成 美
´
秋田和洋女子高等学校

伊 藤 朝 美 秋田和洋女子高等学校

監  脩 嵐  田 芳  輝
コーチ 青 柳 壮 彦

小 学
′
|

森  谷 麗 山 口 小 学 校
川  越  愛  奈 狩 りll イヽ 学 校

中学生

伊 藤 沙 織 立 りII 中 学 校
海 藤 麻 佑 立 り|| ||: 学  校
高 橋 尚 子 立 りll 中 学 校

高 |′だ生

大 山 千 春 山 形 城 北 高 等 学 校

鈴 木 花 織 山形市立商業高等学校

山形市立商業高等学 |'く

監  軽 ヤケ イ臭 ,羊  :平
コーチ 斎  藤 日

小学生
大  堀 優 富 岡 第 一 小 学 校

中学生

木 村 百 花 富 岡 第 一 中 学 校

木: 戸  よ し美 富 岡 第 一 中 学 校

道  園  菜 美 子 富 岡 第 一 中 学 校

高校生

野 尻 野  匡  世 尚 志 高 等 学 校

濱 島 美 香 尚 志 高 等 学 校

監 lSf 深  瀬  潤
コーチ 桐 澤 武 久

小学牛
我 妻 沙 紀

小 野 寺  玲  華 仙台自百合学問小学校

中学生

亀  田 楓 聖ウルスラ学院美智中学校

後 藤 史 帆 聖ウルスラ学院美智中学校

伊 藤 美 紗 聖ウルスラ学院l,t智 中学校

高校生

口野 オ喬 ネL 箇吉 聖ウルスラ学院美智高等学校
岡 田 彩 菜 聖ウルスラ学院美智高等学校

菅  野 友 聖ウルスラ学院美智高等学校
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高 野 有 香

上 野 美 咲

|

永  井    南

塩 釜 第 一 小 学 校



監  愕 桐 澤 武 久

コーチ

小学生
佐 藤 千 穂 杉 の 入 小 学 校

本 間 千 秋 塩 釜 第 二 小 学 校

中学生

末 松 美 聡 聖ウルスラ学院英智中学校

脇  里予 利  奈 聖ウルスラ学院英智中学校

今  野  あゆみ 聖ウルスラ学院美智中学校

高校生

工 藤 香 織 聖ウルスラ学院英智高等学校
」ヒ は る な 聖ウルスラ学院英智高等学校
玉  木  絵 里 子 聖ウルスラ学院英智高等学校

富城 B

埼  玉

茨 城

千 葉

女 子 (WG)参 加 者 名 簿

東  京

群  馬

栃  木

神奈川

監 督 落 合 久 夫

コーチ 島 朝  樹

′
lヽ学■1

早  田 沙  希 大 沢 台 小 学 校
荒 木 真 倫 宝 木 塚 小 学 校

中学生

那 須 野  彩  香 日本橋女学館中学校

高 橋 晴 香 :l本 橋女学館中学校

関 根 早 織 日本橋 女学館中学校

中 井 川  夏  美 Fl本 橋女学館中学校

高校生

佐 藤 亜 沙 Ll本橋女学館高等学校

阿 蘇 愛 美 11本橋女学館高等学校

土 田 茉  美 関 東第 一 高等 学 校
前 田 彩 花 淑 徳 巣 鴨 高 等 学 校

監 督 能  登  貝ll 男
コーチ 中 山 和 宏

柏 原 奈 弥 荻 島 小 学 校
渡  違  あか ね 大 袋 小 学 校

中学生

中 村 梨 沙 埼 玉 栄 中 学 校
秋 直  美フE 埼 玉 栄 中 学 校
上 田 真  帆 埼 玉 栄 中 学 校
瀬  りll 桜  子 埼 玉 栄 中 学 校
中 森 理 紗 埼 玉 栄 高 等 学 校
木  佑 理 子 越 谷 南 高 等 学 校

大  森 舞 越 谷 南 高 等 学 校
柏 原 未 久 越 谷 南 高 等 学 校

監 督 今 井  勇 司
コーチ

小学生
田 村  郁  恵 大 泉 南 小 学 校

中学生

落  合 要 相 生 中 学 校
安 野 仁 美 強 戸 中 学 校
篠 田 未 来 強 戸 中 学 校

高校生

石  ,ll 育  実 伊勢崎清明高等学校

中 原 唯 衣 伊勢崎清明高等学校
宮 美 紗 貴 伊勢崎清明高等学校

監 督 尾 島 義 之

コーチ 黒 澤 紀 久

小学生
深 田 万 里 人 井 沢 小 学 校

中学生

内 田 愛  子 若 渓 学 園 中 学 校

若 渓 学 園 中 学 校
根 本 員 衣 石 岡 中 学 校
酒  井 愛 府 中 中 学 校

高校生

上  林  恵 理 子 若渓 学 園 高 等学 校
オ寸 田 み の り 石渓 学 園 高等 学 校
紺  谷 彩 著 渓 学 園 高 等学 校
黒 沢 奈 菜 若渓学 園 高 等学 校

監 督 大  島  喜 代 子
コーチ 舘 野 政 男

小学生
早  ′|1 紗 保 里 桜  小  学  校
大 幡 晴 佳 山 本 小 学 校

中学生

福 田 菜 摘 星 が 丘 中 学 校
田  イt 有  女己 1:河 内 中 学 校
柳 谷 尚 美 上 河 内 中 学 校

高校生

小 崎 沙 織 真 岡女 子 高 等 学 校

小 山城 南高 等 学 校
山 崎 倫 枝 宇 都宮 南高 等 学 校

監 督 高 瀬 秀 雄

コーチ

小学生
初p 郁  美 川 間 4ヽ  学 校
岡  部 陽 関 宿 中 央 小 学 校

中学生

木  村    瞳 松 戸 第 六 中 学 校
青 木 優 子 松 戸 第 六 中 学 校
佐  藤 楓 双 葉 中 学 校
横 尾 咲 希 常 磐 平 中 学 校

高校生

大 日方  弥  子 西武台千葉高等学校
飯 泉 綾 乃 西武台千葉高等学校

監 督 花 井 孝 彦

コーチ 菅 嬌 誠 司

小学生
甲 斐 瑞 紀 鳥 屋 小 学 校
塩 原 未 来 申 りll 小 学 校

中学生

中 島 沙 織 柿 生 中 学 校
桑 田 千 尋 柿 生 中 学 校
岡 田 奏  世 柿 生 中 学 校

高校生

宮 田 晶 代 鵠 沼 高 等 学 校
白 樫 春 菓 鵠 沼 高 等 学 校
渡 辺 涼 子 厚 木 東 高 等 学 校
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小学生

高校生

新 谷 友 梨

高 瀬 千 晶



監 督 滝  川 修

コーチ 興  石 努

小学生
赤 池 玲 衣 郷 小 学 校

中学生

武  井  亜 由美 山 梨 北 中 学 校

森  夏  実 勝 沼 中 学 校
宮 美  咲 勝 沼 中 学 校

高校生

滝  川  翔  子 甲府 商業 高等 学 校
古 屋 杏 奈 甲府 商 業高 等 学 校
森 本 さお り 増 穂 商 業 高 等 学 校

山 梨

富  山

長 野

岐 阜

新 潟

石 川

愛  知

重

監  督 吉  田 亜 土 夢
コーチ 原 幸

小学生
板 垣 春 花 牡 丹 山 小 学 校
重 山 智 佳 万 代 長 嶺 小 学 校

中学生

伊 藤 友 香 関 屋 中 学 校

石  塚  絵 利 香 笹 神 中 学 校
村 山 果 帆 笹 神 中 学 校

児  玉  ひ か る 佐 渡 高 等 学 校
後 藤 若 菜 佐 渡 高 等 学 校
重 山 俊 恵 新発田商業高等学校
中 島 百 代 新潟 青陵 高 等 学 校

監 11 麦  谷  正
コーチ 松 田 高 幸

小学′「
谷  口 静  香 山 室 中 部 小 学 校
山 ロ ソ ヨ カ 呉 羽 小 学 校

中学生

中 谷 容 子 山 室 中 学 校

平 野 華 梨 山 室 中 学 校

高  橋  沙 也 加 和 合 中 学 校

高校生

片 山 佳 菜 高 岡 西 高 等 学 校
奥  井  智 葉 美 高 岡 西 高 等 学 校
市  山  略  子 高 岡 西 高 等 学 校

監 督 車 浩  明
コーチ 吉 田 茂 昭

長 谷 川  由  季 馬 1ヽ  学 校

中学生

谷  美 菜 津 美 川| ||! 学  校
納  英 莉 佳 布 水 中 学 校

疋  島  千 奈 美 布 水 中 学 校
芝 野 真 由 高 岡 中 学 校

高校生

金 沢 向 陽 高 等 学 校

土 谷 美 帆 金 沢 向陽 高 等学 校

監 小 林 和 成

コーチ 田 口 辰  徳

小学生
奥  原 望 大 町 南 小 学 校

中学生

田 口 紗  衣 南 木 曽 中 学 校

鈴 木 歩 望 南 木 曽 中 学 校

八  橋 萌 南 木 曽 中 学 校

永 田 未 帆 南 木 曽 中 学 校

高校生

ニ ツ柳  彩  耶 文化大学附属長野高等学校

安 藤 法 実 文化大学附属長野高等学校
小 林 静 佳 文化大学附属長野高等学校

監 督 下 込 貞 司

コーチ

小学生
峰 有B  三建 小 高 原 小 学 校

小 池 沙 葉 愛知人附属名古屋小学校

中学生

新 工 美 郷

奥 猶  くるみ 刈 谷 束 中 学 校
峰 歩  美 刈 谷 束 中 学 校

高校生

打  田  しづか 岡崎 城 西 高 等学 校

藤 田 理 恵 子 岡崎 城 ′Ч高 等学 校

樋 渡 仁 見 名経 人市 1郵 高等学 1′
`

監 督 谷 斉

コーチ

小学生
上 野 亜 実 養 基 小 学 校

林 望  美 興 文 小 学 校

中学生

大 迫 晴 加 大 垣 西 部 中 学 校

苅 谷 亜 耶 川 島 中 学 校
植  竹  美 智 子 川 島 中 学 校

脇 田 潤 奈 川 島 中 学 校

高校4,

奥 言言 刀「 岐 阜 商 業高 等 学 校

岐 阜商 業高 等学 校

永 田 知 里 岐 阜 商 業高 等学 校

前  田 莉  沙 岐 阜 商 業 高 等 学校

監 将 平 田 欽  也
コーチ 疇 地 俊 宏

小学生
向 原 怜 奈 誠 之 小 学 校

中学生

清 水 麻 穂 倉 田 山 中 学 校
大  ,!I 侑  子 南 が 丘 中 学 校
久  世  真 理 子 南 が 丘 中 学 校

高校生

真  弓 恵 理 子 久 居 高 等 学 校
奥  野  三 菜 美 久 居 高 等 学 校
清 水 亜 矢 久 居 高 等 学 校
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女 子 (WG)参 加 者 名 簿

高校生

小学生

桜 井 み ど り

名経 大 市郵 中学 校

大  "1 美  幸



監  督 吉  永  1尋  史
コーチ 早  り|1 芳

‐
 朗

小学生
太 田川  真  希 富 丘 小 学 校
芹  澤  妃 那 子 玉 穂 小 学 校

中学生

望  月 有  寿 富 士 根 南 中 学 校
稲  葉  真 理 子 富 士 宮 中 学 校
後 藤 杏 菜 富 士 宮 中 学 校

高校生

飯 田 彩 花 伊 束 高 等 学 校
岩  渓|1 幸  穂 星 陵 高 等 学 校
芹  沢  住 菜 子 御 殿場 西 高 等 学 校

静  岡

奈 良

和歌山

女子 (WG)参 加 者 名 簿

大  阪

京 都

兵  庫

鳥 取

監 督 川  上  隆  庸
コーチ

小学生
北 山 田 小 学 校

中学生

福 万 尚 子 樟 蔭 束 中 学 校

生 駒 菜 摘 樟 蔭 東 中 学 校
真 鍋 絵 梨 樟 蔭 束 中 学 校

高校
′
|:

作 山 智 美 四條畷学問高等学校

深 尾 友 里 樟 蔭 束 高 等 学 |′R

竹  内  由佳 利 樟 蔭 束 高 等 学 校

監  何 羽 野 健 郎

コーチ 演 久 美 雄

小学生
中 村 朱 里 高 宮 小 学 校
田 岸  美  幸 金 城 小 学 校

中学生

浦 谷 夏 未 ll 中 学 校
下  田 菜 津 美 日 吉 中 学 校

村 上 高 子 日 中 学 校
河 崎 綾 佳 日 中 学  校
土 井 杏 奈 滋 賀 女 子 高 等 学 校
仲  '|1 志 都 香 滋 賀 女 子高 等 学校
野  田 有「  恵 滋 賀 女子 高 等学 校
阪  本  由 衣 滋 賀女 子 高等 学 校

監 督 山 本 裕 幸

コーチ

小学生
岸 上 紗 帆 長 岡 第 |‐ 小 学 校

下 岡 千 夏 長 岡 第
~中
学 校

高 橋 真 理 長 岡 第 三 中 学 校
長 岡 第 1中 学 校

大  上  真 理 恵 長 岡 第 1中 学 校

高校
′
l,

北 吉 穂 香 西 乙 訓 高 等 学 校
岡 本 優 里 西 乙 訓 高 等 学 校
川  口 実‐ 花 桂 高 等 学 校
井 上 静 華 西 山 高 等 学 校

監  督 州 香 久 人

コーチ

小学生
中  村  真 瑠 美 畝 傍 東 小 学 校

中学生

山 本 紗 椰 白 橿 中 学 校
岸 田 洋 子 大 三 輪 中 学 校
山  中  佐 弥 香 大 三 輸 中 学 校

高校生

西  りl! 真 奈 美 添 上 高 等 学 校
児 島 亜 紀 一 条 高 等 学 校

監 督 北 村 祐 介

コーチ

小学生
春 木 真 奈 南 大 津 小 学 校

中学生

稲 葉 ま ゆ 有 野 中 学 校

漆 崎 真 子 富 士 中 学 校

稲  葉  菜 保 美 夙 川 学 院 高 等 学 校
上  所 愛 夙 川 学院 高 等 学 校
山  本  しず か 加 古 川 東 高 等学 校

監  督 囲 角 忠 彦

コーチ 武 野 宗 睦

小学生
山 本 千 夏 太 田 小 学 校

中学生

中 野 由 美 衣 奈 中 学 校
伊 藤 千 明 貴 志 川 中 学 校
中 西 彩 日 貴 志 川 中 学 校

高校′L

宮 下 渚 紗 耐 久 高 等 学 校
山  本  有 里 沙 耐 久 高 等 学 校
大 西 結 衣 耐 久 高 等 学 校

監 督 輪  哲  也
コーチ

小学′14
輪  早  代 中 ノ 郷 小 学 校

中学生

井  田 詩  織 美 保 中 学 校
山 本 理 香 桜 ヶ 丘 中 学 校

高校生

末 吉 志 織 米 子 北 高 等 学 校
松 本 千 穂 境 高 等 学 校
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滋  賀

荒 井 瑞 希

高校生

中学生
中  りl! 穂1 波

辻  田 ,泰 昌

高校生



監 督 佐 藤 忠 裕

コーチ

小学生
小 見 山 彩 第 二 藤 田 小 学 校
岡 崎 梨 沙 山 陽 北 小 学 校

中学生

植  木  実 璃 奈 連 島 中 学 校
河 野 菜 月 東 陽 中 学 校

高校生

岡  本  麻 菜 美 倉 敷 中央 高 等学 校
実 光 鮎 佳 倉敷中央高等学校

岡  山

香 川

愛 媛

女 子 (WG)参 加 者 名 簿

広 島

徳 島

高 知

沖 縄

監 督 男B 多頁 I■  貝」
コーチ 高 井 英 行

小学生
中 尾 実 華 久 松 台 小 学 校

中学生

山 田 真 央 亀 崎 中 学 校
山 本 希 実 亀 崎 中 学 校
B蜀   ヨ] 茜 翠 町 中 学 校

高校生

柳 亭 郁 実 清 水 ヶ丘高 等学 校
上  千  明 清 水 ヶ丘 高 等学 校

監 督 土 居 純 子

コーチ 大  胡  賢 太 郎

小学生
安 部 美 里 昭 和 小 学 校

中学生

大  井  紫 伊 那 木 太 中 学 校
木  村  安 沙 美 木 太 中 学 校

木 太 中 学 校

高校生

藤 原 由 佳 高松 商 業 高等 学 校
中  村  あ か ね 高松 商 業 高 等 学 校
好  加 奈 瑛 坂 出 商 業 高 等 学 校

監 督 大  阪  真 智 子
コーチ 西 野 昌 明

小学生
金  森 望 川 内 北 小 学 校

中学生

松  友  美 佐 紀 徳 島 中 学 校
神 原 靖 奈 徳 島 中 学 校
水  口 愛  梨 徳 島 中 学 校

高校′11

松 友 仁 美 城 東 高 等 学 校
九 次 米  佐 和 子 城 東 高 等 学 校
國 安  香  好 城 東 高 等 学 校

監 督 西  原 隆

コーチ 奥 田 真 司

小学生
駄 場 千 春 大 生 院 小 学 校

中学生

森 賀 佳 奈 中 萩 中 学 校
大 久保  祐 佳 李 中 萩 中 学 校
山 田 愛 美 中 萩 中 学 校

高校生

安  藤  真 里 絵 西 条農 業 高 等学 校

新 円 高 等 学 校

監 督 岡 田 美 和

コーチ

小学生
福 留 千 絵 山 田 小 学 校

中学生

武  政 梓 高 知 南 中 学 校
松 田 明 莉 高 知 南 中 学 校

高校生

吉 本 智 美 高 知 南 高 等 学 校
泉 咲 高 知 南 高 等 学 校

監 督 田 原  秀  奥
コーチ 野 島 玄

谷 口 由 夏 清 武 小 学 校

森 園 彩 乃 宮 大 附 属 小 学 校

中学生

ロヨ リll 咲 生 目 台 中 学 校

春 本 実 里 岡 富 中 学 校
工  藤  み なみ 岡 富 中 学 校

高校生

岩  切  ま りん 高 鍋 高 等 学 校

下  田 千 葉 美 高 鍋 高 等 学 校

力1 嬌  美  紅 宮崎 工 業 高 等学 校

監 脩 原 田 利 明

コーチ 野  原  欣

小学生
久手 堅  穂  花 糸 満 小 学 校
大 城 利 菜 西 崎 小 学 校

中学生

上 村 麻 衣 首 里 中 学 校
久保 田  奈  央 高 嶺 中 学 校

高校生

平 敷 祥 子 糸 満 高 等 学 校

玉  城 理 与 勝 高 等 学 校
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仙台市体育館 (1階平面図)
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青葉体育館 (1階平面図)
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田

四軸.シヤフト搭載。くテトラクロス〉デビュー。
従来のシャフトは「しなる」と同時に「扁平・つぶれ」が生じ、パワーを大きくロスして
いました。四輸シャフトは、タテ糸とヨコ糸に、斜め糸を2方向加えた構造の四軸織物

を採用。「扁平・つぶれ」を最大限に抑え、「しなり」をダイレクトにヘッドの走りに変換。
新ルールに対応する、より攻摯的なプレイスタイルに合ったくテトラクロス〉です。

●記餃椰格は‐ ■税込みのメーカー希望小売籠格です.( )内 は消費税抜き本体●お です.   ●
…
m[ZunO.CO.lp ● 口 0120-320‐799

CED

|¬εTRA CROSS,■ に,C)
1 7TB‐ 70035/グ リーン(写真・左 )
| ¥24.150(本 体 Y23.000)ソ フトケース付き

|‐ ‐ ‐ CR055 500 1
1 7TB‐ 70162/レ ット(写真・右)    |
| ¥24,150(本 体 Y23.000'ソ フトケース付き |
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バドミントンプレーヤーと共に創造するプロショップ!!
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当加望店はパドミントンに関して熟知しているプロのスタッフやアドバイザーが雪離のこ栞磨をお持ちしております。

信人の技術相談.卿崚の活性化から日本バドミントン界のレベルアップまで日本バドミントン専「 ,I=会はお手●い させて頂き●す.
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当加盟店はパドミントンに関して熟知している

プロのスタッフやアドバイザーが皆様のこ来店を

お待ちしております。

日人の技術相談、地域の活性化から日本バドミン

トン界のレベルアップまで日本バドミントン専門

店会はお手伝いさせて頂きます。
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新機能「パワーレール」を搭載したニユーラケツト「R2X」 。
この麟懺■により、フレームの強屁が大幅にアップ、富耐久ラケットの未来を切り拓くニユーモデルの■場です。

―
―
出
■
■
■
■
■

懸凛菫 rパワーレール」とは?

登場 !

|■
′
'―
レール

菫集口,「H●」のように.フレーム内
"に
2本のレール状の実艘■

造を採用.そのためあらゆる角菫からの負担に対し.フ レームの強度

が格段にア′ブしました.バドミントンラケントにおいては■ ●マンー

ンでの25ポンド対応を初めて実現しました.さテンンヨンを,●■a
者持ヨのラケントです.

H製の如菫分餞輌逍により,書の■を少なく
勁中化した●材 .

H型●■に色い.2本 のレール鞍の凸

"邁
にした

線■●■
=f―
セン 大■本社

〒

“

0‐ 0038大 暉市中央区内淡::町 3‐ 1・ 17 GOSEN
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選手の皆さんの心に残る御写真を

各会場内にて

見本展示販売中〃

同日彰スポーツ通信
〒329-2161栃木県矢板市扇町2-1-6
・
皿 0287-44-2113(臥X共通)

全カプレーを広夕しま九/

タカハシ運道具店
仙台市若林区大和町2-4-25
1L022-231-0892
FAX 022-231-8298

″えた力を塗力′ス./

頑張れ・宍戸亮太君

頑張れ 0玉手勝輝君

仙台・プラネッツクラブ

MEMO
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ハイテンション対応競技者モデル
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XRABXl(専用ソフトケース●)価格 ′¥10,900(本 体 ¥18,000)■日ロロ■目: ど~`ン ク′‐′′′́

ト ハードヒットに耐えられる面安定性を高めた攻摯型モデル.665m mの ダブルスプレーヤー向け

サイズ/3U5.3U40フ ェース面積(em2)/340● フェース背幅〈最大幅・mm)/1300ラ ケット長〈mm)/665
適正テンション(ボント)/19～ 23● 素材/ハイモジュラスカーボン・タングステンラバー・ニッケルチタン

■|1目睡コ打球方向  ■|1目匹雪

ノ 1
螢自のシャフト製法技術で、シャフト

のしなる方向とトルクをコントロール。

打球方向にはしなり、打球に直角方

向へのしなり・トルクは抑制することで、

スウィンクパワーの伝菫とコントロー

ル性を両立します。
↓

―

■ 打球方向

″
彰
マ・》 》 国厖睡轟団口■置屁■国 》國困困 目置口■ロロ ロ国

|‐ 、 ″ りヽ く■ 4ヨンIX―″ ″ ″ ″
ビーエックス‐2000

シャープな螢り抜き感で操作性・コント

ロール性を重視 したダブルスプレーヤー

向け.

XRABX3(専用ソフトケース付)
価格/¥168� (本体¥100Ю )
サイズ/3U5.3U40フ ェース面積(cm2)/346
0フェース背幅(最大幅・mm)/110● ラケット
長(■ml)/6650適 正テンション(ポンド)/19～23
0素材/ハイモジュラスカーボン・タングステン
ラバー・チタンメッシュ

燿ヨ1,(■ 涯ヨこフこフ|`フ'4″"‐
ビーエックス・2000 ロング

シャープを振 り抜き感でコント●―ル性

を重視 したシングルスプレーヤー向け

ビーエックス・1100 ロング

―トヒットに耐えられる面安定性を
めた重摯型モデ′●675mmのシングルス
/プ レーヤー向け.

XRABX2(専

"ソ

フトケース付)
価格/¥18.900(本 体摯ls00())
サイズ/3U5.3U4● フェース面積 (Cm2)/3● 6
●フェース背幅 (最大幅・mm)/13.0● ラケット
長 (mm)/6750適正テンンヨン(ポ ント)/19～ 23
0素材/ハイモジュラスカーボン・タングステン
ラバー・ニッケルチタン

XRABX4(専用ソフトケース付 )
輌格/¥168Ю (本体 ¥i6.000)
サイズ/3U5,3υ40フェース面積 (cm2)/346
●フェース背蝙 〈最大嘔・mm)/11.00ラ ケット
長 (mm)/6750迪 正テンション(ボンドン19～23
●素材 /ハイモジュラスカーボン・タングステン

フア`一=チタンメッシュ
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お問い合わせはお客様相談室 0120‐116613 ホームベーシのアトレスは hup:〃 www.bs‐ tennis.com フリテストンスⅢ―り株式会社

26ボンドまで対応

E「

!'orp uv FLEX SHAFT
ワン・ウェイフレックスンヤフト

尽1請…輌
″

名

ヽ



イ猛第5回 日本バドミントンジュニアグランプリ2006

宮城県バドミントン協会
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会
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・
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及
び
レ
セ
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シ
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ン
の

成
功
を
支
援
し
ま
す
。

エクスカーション設定

EXCURSION
プラスαの小燎行。アフターコンベンシヨンを
より、印象深く演出します。

ベースです。

交通手配

宿泊手配

HOTELS

セレクトのご相技から予約まで。
さまざまな条件に応えてアレンジします。

」R東日本
ネットワークが

レール.空、船、「足」は万全です。
会場には1口時みどりの窓口]を投口します。

会
'0へ

の交通やエクスカーシヨンも考慮。
全国の多影な宿を手口します。

【びゆうプラザ仙台】にお申込みいただければ

企画・出版・広告・情報サービスのほか、

スポーツ、レジャー施設、運輸、ホテル、建設など約80を超す

」R東日本グループのネットワークを活用し、

学会・スポーツ大会・各種会議等を成功へと導きます。

」
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レセプシヨン設定
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UWラプラザ仙台
団体旅行センターコンベンショングループ

TEL.022‐ 213‐4867 FAX.022‐ 213‐7232

~1



:子冦第5回 日本バドミントンジュニアグランプリ2006

式
社
株
会

INY

HAKUJUDEN

代表取締役
=ヨrコ 原  周

θ

111,

0 。

各宗葬儀施行・仏壇 0仏具・生花

画面0120-44-7730
●白寿殿塩釜/塩釜市桜ヶ丘2-27

1日:022-366-4141 臥X022-364-4188
●白寿殿仙台/仙台市青葉区南吉成6丁目3-1

8022-303-4141 1蝋 022-303-4142
●白寿殿石巻/石巻市東中里2丁目9-18

1BI0 2 2 5-96-3232 臥X0225-96-4811
●白寿殿利府/利府町中央 3丁目12-12

8022-767-4141 臥X022-767-4142
●南 町 支店 /塩釜市南町7-30

1日,022-362-1022
●松 島 支店 /宮城郡松島町高城字町23-2

8022-354-2079
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